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研究成果の概要：本研究では，従来はCT画像により実施されるPET画像の減弱補正を，深層学習（CycleGAN）に
よる疑似CT画像作成により達成することを目的とした．診療で撮影された約15,000枚のPET画像とCT画像により
学習したCycleGANにより，PET画像から疑似CT画像を生成することは可能であった．また，疑似CT画像によりPET
画像の減弱補正も達成された．画像の類似度を評価する指標により，疑似的なCT画像および減弱補正されたPET
画像の類似度は高いことが確認された．しかし，臨床で用いるにはさらに疑似CT画像の生成精度を向上させる必
要があり，学習モデルの改善や，学習データの増強が必須である．

研究分野：放射線技術学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
PET/CT検査における被ばくは，その半分がCT撮影による．しかし，PET検査に至るまでにCT検査は実施されてい
る例がほとんどであり，PET検査中に撮影するCTは診断価値を有しておらす，減弱補正を専らの目的としてい
る．本研究による成果により，CT撮影をスキップして検査を終えることが可能となり，患者の被ばくは大幅に低
減可能である．また，まったくCTが不要となれば，PET装置の価格も下げることになり，病院施設の導入コス
ト，ランニングコストを削減できる．被ばくに敏感な小児疾患についてもPETの適用が広がり，PET検査の臨床的
価値を向上させる可能性を秘めている．
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１．研究の目的 
PET/CT検査は，全身の腫瘍イメージングとして必須の検査である．しかし，PET画像は，そ
のままでは信号低下を起こすため，減弱補正を必要とする．減弱補正は CT画像により達成さ
れるが，CT 撮影により患者被ばくは増大する．一方，人工知能技術を支える深層学習の分野
で，GANが注目されている．GANの中でも，高精度の画像生成を達成した CycleGANは今後
の展開が注目されている．そこで，本研究では PET画像から疑似的な CT画像を作成し，これ
を PET画像の減弱補正に用いることで，CTレスな PET検査の技術開発を目的とした． 
 
２．研究成果 
診療のために撮影された減弱補正を行っていないPET画像（noac_PET），およびCT画像（real_CT）
を約 15,000 枚取得した．事前にハイパーパラメータの最適値を決定し，CycleGAN により学習
を行った．学習結果を noac_PET に反映することで，疑似的な CT 画像（pseudo_CT）を得た．
pseudo_CT を用いて noac_PET に対して減弱補正を実施することで疑似的に減弱補正を行った
PET 画像（pseudo_PET）を得た．したがって，CT 画像を取得せずに PET 画像のみで検査を完結
する手法の開発を達成した． 
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